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課題名：国産材利用の為の地域と共同した加工技術の開発及びデータベースの構築 
主査氏名（所属）：林 知行（構造利用研究領域長）  
担当部署：構造利用研究領域、木材改質研究領域 
参画機関：徳島県立工業技術センター、徳島県農林水産総合技術センター森林林業研究所、岩手

県林業技術センター、広島県立林業技術センター、岡山県木材加工技術センター、岐阜県生活科

学研究所、鳥取県林業試験場 
研究期間：平成１４～１８年度 
 
１．目的 
 蓄積の増大している国産材の需要拡大を図るため、国のみならず、県レベルでも地域の木材を

市場に出すために林産関係の研究部門を創設・拡充し、施設の充実を図っている。これらを効率

的に運用し成果をあげて行くには、国と地域の連携を一段と深めながら技術開発を推進する必要

があり、長年の経験とノウハウを持つ森林総合研究所の支援が求められている。ここでは、地域

産材の需要拡大に対する視点が明らかになった地域と森林総研が共同して、建築用材としての利

用や新用途開発に資する各種技術資料の整備、木質材料に付加価値を付与する技術等国産材利用

のための加工技術の開発、さらに構造用製材品の強度データべ－スの構築を行う。   
 
２．全期間における研究成果の概要 

 樹種構成と接合金物を変えてスギ／カラマツの異樹種構成集成材の接合強度実験を行い、降伏

耐力が建築学会規準式の計算値よりもかなり高い安全側の値となることを明らかにした。 
 床下地とはりを意匠的に見せる床について、スギ単層フローリングの二重張り、遮音材と

のサンドイッチ、試作スギ樹皮ボード（徳島県森林林業研究所製）等により衝撃緩衝性が改

善できることを実証した。 
 岩手県産スギ製材を横に積み上げた落とし込み板倉壁を開発し、静的強度実験により仕様に応

じて壁倍率0.6～4.5を示すこと、振動台実験によりJMA神戸波でも大きな損傷がないことを明らか

にした。また、広島県産スギを用いた圧密板落とし込み耐力壁を開発し、壁倍率3.5倍を得た。 
 自然塗料の中には、アルデヒド類、ＶＯＣ放散の比較的大きなものがあるが、塗布後の養

生で対応できることを明らかにした。プラズマ前処理を経てアクリル系ポリマーによる両性

両親媒性共重合処理を施すことにより、木材の性質を失わずに汚れに対して強い改質効果が

得られる事を明らかにした。 
 地域材製材強度データベースとその管理システム開発して、関係試験研究機関とネットワーク

化を可能とした。 
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５．評価結果の概要 
地域材の活用を目指して研究を行い、次の新規性の高い価値ある知見を得た。（１）異樹種集成

材の金物接合強度に及ぼす樹種構成および金物種類の影響を明らかにした。（２）スギ材を用いた

民家型住宅のモデル床の衝撃音遮音機構を解析し、遮音材と衝撃緩衝材の複合化によってその性能

を向上させた。（３）開発した落とし込み板倉壁を改良し耐震性を向上させた。（４）洗浄性と防

汚性を有する表面性状を明らかにし、性能の持続・安定性を持つ処理法を見出すとともに、自然系

塗料のVOCの放散性について明らかにした。（５）国産構造用製材の強度データベースを構築した。

上記の研究成果は、国産材の住宅部材などへの利用を促進するものである。 
 

６．評価において指摘された事項への対応 

高い評価を得たことを励みとして、本研究成果を広く公表・普及することに努めたい。また、研究

中に発掘された研究ニーズにより、新たな集成材JAS規格による異樹種集成材の接合強度評価や福

祉用具の開発など、新たなプロジェクトを実施しており（あるいは実施予定であり）、これらのプ

ロジェクトについても精力的に励みたい。 

 


